
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年１０月１２日               全国一般神奈川                    第２５７（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
０
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
０
月
１
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
県
共
闘
幹
事
会 

 

●
１
０
月
１
６
日 

１
８
時 

海
老
名 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
１
０
月
１
７
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
０
月
１
７
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
１
０
月
１
８
日 

１
８
時 

事
務
所 

全
国
一
般
神
奈
川 

第
１
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
０
月
２
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
１
０
月
２
４
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
会
議 

●
１
０
月
２
４
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
１
０
月
２
７
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
１
０
月
２
８
日 

１
４
時 

ウ
エ
ブ 

ビ
ス
テ
オ
ン
賃
金
未
払
請
求
裁
判
第
６
回
弁
論 

 

●
１
０
月
３
０
日 

１
２
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
１
１
月
６
日 

１
４
時 

事
務
所 

郵
政
会
議 

 

●
１
１
月
９
日 

１
９
時 

事
務
所 

全
国
一
般
神
奈
川 

第
２
回
執
行
委
員
会 

  

第２４回定期大会成功！ 
コロナ禍の中、「安心して働き・生活できる社会」実現のために更なる闘いを！ 

 

９
月
１
９
日
、
全
国
一

般
神
奈
川
は
、
横
浜
市
開

港
記
念
会
館
で
第
２
４
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
度
に
続
き
、
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
来

賓
招
請
の
限
定
、
代
議
員

参
加
人
数
の
事
前
調
整
を

行
い
、
会
場
に
は
組
合
員

４
０
人
が
集
結
、
来
賓
と

し
て
、
全
国
協
の
平
賀
委

員
長
、
県
共
闘
の
川
端
議

長
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

議
長
に
郵
便
小
田
原
の

瀧
山
さ
ん
を
選
出
し
、
丈

夫
屋
の
団
交
拒
否
・
解
雇
、

し
ら
ゆ
り
歯
科
の
解
雇
・

雇
止
め
、
ビ
ス
テ
オ
ン
の

賃
金
カ
ッ
ト
と
の
闘
い
を

は
じ
め
、
非
正
規
労
働
者
、

労
働
相
談
、
２
１
春
闘
の

取
組
み
な
ど
、
こ
の
一
年

の
活
動
総
括
を
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

権
利
侵
害
と
闘
い
全
て
の

争
議
に
勝
利
す
る
こ
と
、

生
活
破
壊
を
許
さ
ず
２
２

春
闘
を
闘
う
こ
と
と
合
わ

せ
、
労
働
法
制
改
悪
反
対
、

最
賃
闘
争
、
脱
原
発
・
反

戦
・
反
差
別
の
闘
い
の
強

化
、
な
ど
を
柱
と
し
た
今

年
度
の
運
動
方
針
を
承

認
、
例
年
通
り
年
間
ス
ト

ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
に
先
立

っ
て
実
施
し
た
役
員
選
挙

結
果
に
基
づ
き
左
記
の
本

部
体
制
を
確
認
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
来
賓
の
お
二

人
か
ら
の
連
帯
挨
拶
と
、

連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。 

終
わ
り
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
の
下
、
労
働
者
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
き
な

地
殻
変
動
の
中
に
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
「
安
心
し
て

働
き
・
生
活
で
き
る
社
会
」

の
実
現
の
た
め
に
、
全
て

の
組
合
員
が
全
力
を
挙
げ

て
闘
い
続
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 

第２４期（2021 年度～2022 年度）本部体制 

執行部 

執行委員長 沢口 和善（横浜市労働者組合） 

副執行委員長 八木 均（生活クラブ） 

書記長 小畑 隆昭（生活クラブ） 

執行委員 光盛 征司（自主連帯多摩川病院） 

執行委員 尻枝 政和（県立病院機構） 

執行委員 今野 真由美（エイボン） 

執行委員 清水 真樹子（テクノウエーブ） 

執行委員 清水 理恵（郵便都筑） 

執行委員 野中 明代(神奈川県匡済会) 

会計 河野 修司（横浜市労働者組合） 

 

会計監査         田中 富子（自主連帯多摩川病院） 

統制委員         内山 和嘉夫（神奈川合同） 

 

特別執行委員 川端 勇次（県共闘議長） 

特別執行委員 小内 秀高（がくろう神奈川・県共闘事務局長） 

特別執行委員 宮澤 哲（がくろう神奈川・県共闘事務局長） 

特別執行委員 京極 紀子（がくろう神奈川・県共闘事務局長） 

特別執行委員 佐藤 修作（郵政産業労働者ユニオン神奈川） 

特別執行委員 藤井 誠（元日本板硝子共闘労組川崎支部） 

特別執行委員 横澤 仁志（神奈川労働相談センター） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年１０月１２日               全国一般神奈川                    第２５７号（２） 

９
月
１
１
日
～
１
２
日
、
全
国

協
第
３
１
回
定
期
大
会
が
、
東
京

メ
イ
ン
会
場
に
、
全
国
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
は
、
組
合
事
務
所
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し

た
。
大
会
役
員
と
し
て
野
中
中
執
、

河
野
会
計
が
両
日
参
加
し
、
米
山

書
記
局
員
、
沢
口
委
員
長
が
代
議

員
と
し
て
土
曜
、
日
曜
そ
れ
ぞ
れ

参
加
し
ま
し
た
。
大
会
は
全
国
か

ら
７
０
名
を
超
え
る
代
議
員
、
傍

聴
の
参
加
で
、
東
京
南
部
代
議
員
、

東
京
労
組
代
議
員
を
議
長
に
選
出

し
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
延
べ
２

１
労
組
・
２
５
名
の
仲
間
か
ら
、

各
地
の
取
り
組
み
の
報
告
や
、
議

案
に
か
か
わ
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
主
な
発
言
、
報
告
は
、
各
地

の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
と
、

２
１
春
闘
、
最
賃
闘
争
、
そ
し
て

技
能
実
習
生
・
外
国
人
労
働
者
の

全
国
一
般
全
国
協
第
３
１
回
定
期
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

９
月
２
１
日
県
共
闘
は
、

宮
崎
さ
ん
（
共
通
番
号
は
い

ら
な
い
ネ
ッ
ト
）
を
講
師
に

迎
え
、
「
デ
シ
タ
ル
社
会
に

抗
す
る
に
は
！
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
寿
生
活
館
会
議
室

で
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
９
月
、
菅
政
権

は
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
の
新
設

を
発
表
し
、
今
後
５
年
で
一

気
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

国
や
地
方
自
治
体
の
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
統
一
し
、
効
率
的

で
容
易
に
、
そ
し
て
迅
速
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
し
、
利
便
性
、
効
率
化
を

前
面
に
押
し
出
し
導
入
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
「
デ
シ
タ
ル
庁
」
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
、
デ
ジ
タ
ル

社
会
が
私
た
ち
の
生
活
に
ど

の
よ
う
に
関
係
し
影
響
す
る

の
か
に
つ
い
て
、
講
師
の
説

明
で
は
、
菅
政
権
は
Ｉ
Ｔ
化

を
進
め
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
司
令
塔
と
し
デ
ジ
タ
ル

庁
を
新
設
し
、
国
や
地
方
自

治
体
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
一

元
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普

及
の
加
速
、
民
間
の
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
・
準
公
共
部
門
の

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
デ
ー
タ

の
利
活
用
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
業
務
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

業
務
が
達
成
さ
れ
た
と
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
取
り
残

さ
れ
る
人
や
デ
ジ
タ
ル
中
心

の
硬
直
し
た
暮
ら
し
に
く
い

社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
ま
た
そ
の
先
に

は
国
や
政
府
の
方
針
に
異
議

を
申
し
立
て
る
国
民
、
団
体

の
監
視
に
つ
な
が
る
危
険
性

を
訴
え
講
話
は
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
参
加
者

か
ら
の
質
疑
を
受
け
学
習
会

は
終
了
し
ま
し
た
。
国
の
あ

り
様
を
変
え
る
可
能
性
が
あ

る
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
新
設
で

す
が
、
こ
の
９
年
間
の
安

倍
・
菅
政
権
下
で
の
「
森
・

か
け
・
さ
く
ら
」
の
よ
う
に

政
治
の
私
物
化
の
正
当
化
の

た
め
に
公
文
書
改
ざ
ん
な
ど

が
行
わ
れ
る
よ
う
で
は
、
便

利
だ
か
ら
効
率
的
だ
か
ら
と

手
放
し
で
喜
ん
で
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
後
に
注
目
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
（
佐
藤
） 

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
抗
す
る
に
は
！
」 

県
共
闘
学
習
会
開
催
さ
れ
る 

１
０
月
３
日
、神
奈
川
県
共

闘
は
、
２
１
年
最
低
賃
金
で
、

イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
の
情
宣
行

動
を
行
っ
た
。
ま
た
今
年
は

Fight For1500

実
行
委
の
６

月
赤
レ
ン
ガ
集
会
・
デ
モ
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
、７
月
全
国
一
般
神
奈

川
の
佐
藤
氏
が
神
奈
川
最
賃

審
議
会
で
意
見
陳
述
を
行
っ

て
い
る
。 

 

非
正
規
労
働
者
が
全
労
働

者
の
４
割
に
達
し
、多
く
は
最

低
賃
金
に
貼
り
付
い
た
賃
金

で
働
い
て
い
る
。 

神
奈
川
の
最
低
賃
金
は
１

０
月
１
日
か
ら
、中
央
の
目
安

通
り
２
８
円
ア
ッ
プ
の
１
０

４
０
円
と
な
っ
た
。昨
年
の
１

円
ア
ッ
プ
に
比
べ
る
と
大
巾

ア
ッ
プ
と
言
う
人
も
い
る
が
、

そ
れ
で
も
フ
ル
タ
イ
ム（
１
６

８
時
間
）
働
い
て
、
月
１
７
４

２
０
円
で
あ
る
。若
者
が
結
婚

し
て
子
育
て
を
す
る
に
は
到

底
足
り
な
い
。静
岡
大
学
の
中

澤
準
教
授
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ

ス
ケ
ッ
ト
方
式
に
よ
る
最
低

生
計
費
調
査
に
よ
れ
ば
、月
２

５
万
以
上
の
賃
金
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
全
国
ど
こ
で

も
だ
い
た
い
同
じ
で
、時
給
だ

と
１
５
０
０
円
前
後
と
な
る
。 

神
奈
川
県
共
闘
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
で
最
賃
情
宣
を
行
う
！ 

宮崎講師を紹介する小内事務局長 

権
利
侵
害
と
の
闘
い
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
争
議
で
は
、

福
島
原
発
被
爆
労
働
者
の
闘
い
、

解
雇
と
闘
う
Ｆ
Ａ
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
、
不
当
労
を
闘
う
山
紀
会
、
倒

産
攻
撃
と
闘
う
商
業
界
の
報
告
と

支
援
要
請
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

圧
倒
的
多
数
で
承
認
さ
れ
、
次
期

取
り
組
み
の
方
針
を
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。 

岸
田
新
総
理
は
、労
働
分
配

率
を
上
げ
て
所
得
倍
増
な
ど

と
言
っ
て
い
る
が
、経
済
成
長

が
な
い
今
日
、幻
想
で
し
か
な

い
。安
倍
政
権
時
代
に
法
人
税

は
３
度
も
引
き
下
げ
ら
れ
、企

業
の
利
益
は
内
部
留
保
と
し

て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。そ
の
問

題
に
手
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。 

 

最
低
賃
金
ア
ッ
プ
で
、格
差

の
な
い
、持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
、
非
正
規
・
未
組

織
労
働
者
と
の
地
域
的
連
帯

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
米
山
） 


